














研究目的 

昭和 51 年度より診断用超音波装置の基礎的問題を中心に検討を加えてきた。特に臨床応用

に際しての超音波エネルギーの測定,トランスヂューザーにおける不要応答の除去,生体組

織からの受信信号の分析などを行なうことによって,超音波装置の安全性を向上させるこ

とが欠かせないと考えられる。 

われわれは,生体に対する照射エネルギーを出来るだけ低値にとるための基礎実験として,

電子走査型の診断装置を用いた際に生体組織表面,ないしは内部からの反射,散乱信号の分

析を行ない,それにもとづいて,生体組織と音響学的に類似したモデルを構成しようとして

以下の実験を試みた。 


